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【 A 基礎知識 】 ３．切れ目のない支援   共通分野 

発達障害のある子どもが、乳幼児期から学齢期、社会参加に至るまで、地域で切れ目のない支援

を受けるためには、関係する機関や支援者が担うそれぞれの役割や、情報を共有する必要がある

ことを理解する。 

◆主な内容◆ 

・情報の引継ぎ・共有の必要性やツール 

・個別の支援計画の活用 

・地域における支援体制（自治体の好事例紹介含む） 

◆研修講座名（例）◆  

「障害のある子どもたちへの切れ目のない支援」（講義 90分） 

・学校生活のみならず家庭や地域での生活も含め、一貫した支援を長期的・継続的に行うためには、個

別支援計画や個別教育支援計画、各地域で発行されている引継ぎのためのファイル等を活用した情報の

引継ぎや共有が必要であることを解説する。 

・各自治体における好事例について紹介し、各自治体の関係部局や関係機関等が連携した支援体制の構

築の重要性について解説する。 

◆到達指標◆（教育関係者・福祉関係者共通） 

初級：一貫した支援を長期的・継続的に行うため、個別の支援計画等を活用した情報の引継ぎや

共有の必要性を説明できる。 

中級：一貫した支援を長期的・継続的に行うため、個別の支援計画等を活用した情報の引継ぎや

共有に関する内容を踏まえ、必要な取組を実践できる。 

上級：一貫した支援を長期的・継続的に行うため、個別の支援計画等を活用した情報の引継ぎや

共有に関する内容を踏まえ、他機関・他職種と連携を図りながら具体的な支援の方法を提案でき

る。 
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